
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は

	

お
済
み
で
す
か
？

	

～
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
～

―
― 

特
集
１

４	

斑
鳩
町
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

	

利
用
し
ま
し
ょ
う

―
― 

特
集
２

６	

災
害
に
備
え
て

	

～
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
～

８	

ま
ち
の
話
題

10	

い
に
し
え
の
風	

～
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

11	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り	

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

12	

エ
コ
川
柳
募
集
し
ま
す

13	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

14	

ま
ち
の
情
報

18	

ほ
け
ん
だ
よ
り

20	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 6

９
No. 612

いかるが

楽
し
か
っ
た
夏
の
思
い
出

夜
空
に
輝
く
大
輪
の
花
火

～ 

第
36
回
斑
鳩
町
商
工
ま
つ
り 
～

いいね！
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　みなさんのご協力で、下水道の整備工事がすすんでいます。地図の■で
示した公共下水道の使用ができる区域のなかで、７割以上の世帯の人に公
共下水道に接続してご利用いただいています。この区域にお住まいの人や
事業者のみなさんでまだ接続していない人は、一日も早く公共下水道に接
続してください。斑鳩町は、生活環境を改善し、豊かな自然環境を子や孫
の代に残すため、これからも公共下水道の整備をすすめていきます。

問合せ　下水道課（☎０７４５�２４０６）

公共下水道への接続はお済みですか？
～ ９月10日は「下水道の日」です ～
公共下水道への接続はお済みですか？

　

千
早
ぶ
る　

神
代
も
き
か
ず　

竜
田
川

　
　

か
ら
く
れ
な
ゐ
に　

水
く
く
る
と
は

在
原
業
平
朝
臣　
『
古
今
集
』

　

と
歌
わ
れ
た
竜
田
川
。
そ
の
竜
田
川
が

合
流
す
る
大
和
川
に
は
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
（
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯

な
ど
家
庭
で
使
っ
た
水
）
が
流
れ
込
み
、

大
和
川
は
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る

全
国
１
級
河
川
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で

ワ
ー
ス
ト
３
の
常
連
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
公
共
下
水
道
の
普
及
が
す
す
む
に
つ

れ
、
水
質
は
年
々
改
善
さ
れ
、
下
流
で
は

ア
ユ
の
遡
上
が
み
ら
れ
る
ま
で
に
回
復
し

て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
は
、
公

共
下
水
道
を
通
じ
て
、
奈
良
県
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
高
度
な
浄
化
処
理
を

行
っ
て
か
ら
大
和
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
が
河
川
の

清
流
復
活
へ

つ
な
が
り
ま

す
。 公

共
下
水
道
に
接
続
し
て

美
し
い
川
を
取
り
戻
そ
う

▲竜田川

公共下水道が利用できる区域図
（平成28年７月末現在）

 
公共下水道が利用
できる区域
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公
共
下
水
道
の
メ
リ
ッ
ト

●
衛
生
的
で
快
適
な
く
ら
し

　

浄
化
槽
を
使
っ
て
側
溝
に
排
水
し
て
い

る
場
合
、
場
所
に
よ
っ
て
は
側
溝
に
水
た

ま
り
が
で
き
、
悪
臭
や
虫
の
発
生
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
公
共
下
水
道
を
使
用
す
れ

ば
、
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
は
直
接
流
せ
て

と
て
も
衛
生
的
で
す
。

●
家
庭
の
管
理
負
担
が
減
る

　

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽

は
、「
所
有
者
等
が
責
任
を
持
っ
て
、
管

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
浄
化

槽
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
家
庭

で
点
検
や
く
み
取
り
清
掃
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

と
、
こ
れ
ら
浄
化
槽
の
管
理
負
担
が
な
く

な
り
ま
す
。

改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ

び
利
子
補
給
制
度
が
あ
り
ま
す

　

斑
鳩
町
で
は
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
に
必
要
な
工
事
費
（
加
入
負
担
金

10
万
円
を
含
む
）
を
対
象
に
「
融
資
あ
っ

せ
ん
利
子
補
給
制
度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
取
扱
金
融
機
関

で
融
資
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
返
済
完
了

後
に
利
子
分
を
町
が
ご
本
人
に
お
返
し
す

る
制
度
で
、
接
続
に
か
か
る
一
時
的
な
費

用
負
担
を
最
大
60
回
の
分
割
払
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
は
条
件
が
あ
り
、
手
続
き
が
必

要
で
す
が
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
際

に
は
こ
の
制
度
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
の
転

用
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
排
水
設
備
工

事
に
よ
っ
て
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を
改

造
し
、
雨
水
を
溜
め
て
庭
の
散
水
な
ど
に

利
用
す
る
場
合
、
改
造
に
要
し
た
費
用
の

３
分
の
２
（
限
度
額
10
万
円
）
の
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
区
域
が
、
公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
（
供
用
開

始
の
告
示
日
）
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　町から依頼を受けてきたよ
うに装い、宅地内の水道管や
排水管など水回りの点検をし
た後に、「このままほうって
おくと、問題が起こって大変
なことになる」などと強引に
清掃などを行い、高額な料金
を請求するという点検商法が
あります。
　このような被害にあわない
ように十分注意しましょう。

悪質な水道管や排水管の
点検・清掃業者にご注意！

排水設備指定工事店を表彰しました
　公共下水道へ接続するための排水設備工事は、技術的に正し
く行われないと管の詰まりや悪臭、漏水の原因となります。そ
こで斑鳩町では、工事に必要な技術と資格を持った業者を排水
設備指定工事店として指定しています。この指定を受けた業者
でないと排水設備工事はできないことになっており、現在
１０７社を指定しています。
　このたび、平成27年度に各家庭の公共下水道への接続工事を
数多く手がけ、公共下水道事業に貢献いただいた排水設備指定
工事店２社に感謝状を贈呈しました。

【
表
彰
さ
れ
た

　
　
排
水
設
備
指
定
工
事
店
】

・
勝
間
設
備
工
業
株
式
会
社

・
株
式
会
社
斑
鳩
設
備

注意!
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●
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

対 

象　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯

愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
乳
酸
菌
飲
料
を
配
布
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
の
向
上
と
安
否

を
確
認
し
、
健
康
状
態
に
異
常
が
あ
っ
た

時
な
ど
は
、
関
係
機
関
へ
連
絡
し
ま
す
。

利 

用
回
数　
１
週
間
に
３
回
（
月
・
水
・

金
曜
日
）
ま
で
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
曜
日
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

軽
度
生
活
援
助
員
を
居
宅
に
派
遣
し

て
、
外
出
時
の
援
助
、
食
事
、
食
材
の
確

保
な
ど
簡
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

利 

用
回
数　
１
か
月
あ
た
り
４
回
ま
で
と

し
、
年
12
回
ま
で
。
費
用
の
１
割
は
利

用
者
が
負
担
し
ま
す
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
理
容
師
・
美
容
師
が
訪
問
し
、

理
容
や
美
容
を
行
い
ま
す
。

利
用
回
数　
年
２
回
ま
で

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
に
、
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
安
全
の
確
保

や
安
否
確
認
を
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装

置
を
設
置
し
ま
す
。

※�

近
隣
の
協
力
員
（
２
人
）
の
登
録
が
必

要
で
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
訪
問
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
し
、
利
用

者
の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。
健
康
状
態
に

異
常
の
あ
っ
た
時
な
ど
は
、
関
係
機
関
へ

連
絡
し
ま
す
。

利 

用
回
数　
１
週
間
に
５
回
（
月
曜
～
金

曜
日
）
ま
で
。
食
材
費
用
な
ど
は
利
用

者
負
担
（
４
１
０
円
）
で
す
。
愛
の
訪

問
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
曜
日
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
家
族
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

家
族
介
護
用
品
の
支
給

　

紙
お
む
つ
、お
む
つ
カ
バ
ー
、防
水
シ
ー

ト
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

対 

象　
ね
た
き
り
で
、
常
時
失
禁
状
態
に

あ
る
在
宅
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族

所
得
制
限　
あ
り

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
高
齢
者
が
屋
外
を
徘
徊
し
た
時

に
早
期
発
見
し
、
事
故
防
止
に
つ
な
げ
る

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
装
置
の
使
用
料
な
ど

を
助
成
し
ま
す
。

対 

象　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族

費 

用
負
担　
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
代
金
、
位

置
検
索
情
報
提
供
料
金
な
ど

在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

　

介
護
家
族
に
１
か
月
５
，
０
０
０
円
を

年
２
回
支
給
し
ま
す
。

対 

象　

要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
を
家
庭
で
常
時
介
護
し
て

い
る
家
族
（
入
院
期
間
は
支
給
月
か
ら

除
き
ま
す
）

※�

県
が
実
施
し
て
い
る
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

所
得
制
限　
あ
り

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

介
護
家
族
に
慰
労
金
１
０
０
，
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

対 

象　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
１
年

間
利
用
せ
ず
に
、
要
介
護
４
・
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
を
家
庭
で
現

に
介
護
し
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
家
族

　

サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
や
利
用
要
件

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
役
場
長
寿
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

斑鳩町高齢者福祉サービスを
利用しましょう

　いつまでも住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、斑鳩町では、日常生活や介護を
行う家族を支援するためのさまざまな高齢者福祉サービスを行っています。ぜひご利用く
ださい。
● サービスの詳しい内容や利用要件などの問い合わせ

斑鳩町地域包括支援センター
（☎0745�5666・0745�4000）

斑鳩町役場　長寿福祉課
（☎内線１２６）
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● 

老
人
憩
の
家

　

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増
進
と
交
流
の

場
と
し
て
、
町
内
に
は
、
東
老
人
憩
の
家

と
西
老
人
憩
の
家
が
あ
り
ま
す
。

　

老
人
憩
の
家
で
は
お
風
呂
の
ほ
か
に
カ

ラ
オ
ケ
や
囲
碁
、
将
棋
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
団
体
利
用
も
で
き
ま

す
（
団
体
利
用
に
つ
い
て
は
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
）。

利
用
対
象　
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

　

�（
受
付
で
年
齢
が
わ
か
る
も
の
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
）

利
用
料　
無
料

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

お
風
呂
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時

休 

館
日　
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
（
日
曜
日

の
場
合
は
振
替
休
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
）

場
所

　

東
老
人
憩
の
家　

幸
前
２
︱
８
︱
９

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
５
０
５
０
）

　

西
老
人
憩
の
家　

神
南
２
︱
５
︱
１

　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
７
）

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

介護が必要とならないために、運動教室や栄養改善、口腔機能改善教室
に参加しましょう

【一次予防事業】　対象：65歳以上で、要支援・要介護認定を受けていない町在住の人
教　室　名 定員 日　　　程 内容など

生 き 生 き 倶 楽 部
（認知症予防教室） 20人

・火曜日コース
11月１日～平成29年３月28
日の全20回
時間：午後１時30分～３時
・金曜日コース
11月４日～平成29年３月31
日の全20回
時間：午前10時～11時30分

場所：生き生きプラザ斑鳩
費用：教材費　2,000円（毎月）

生き生きセミナー 20人

西公民館
（午前10時～11時30分） 口腔の働きや口腔ケア、栄養改善

について楽しく学びます。また、
気軽にできる体操もあります。日
程など詳しくは、毎月の広報お知
らせ版をご覧ください。

東公民館
（午後1時30分～３時）
五丁地区地域交流館

（午前10時～11時30分）

運 動 教 室 申込
不要

生き生きプラザ斑鳩
・Ａコース：第１・３月曜日
・Ｂコース：第２・４月曜日
時間：午後１時30分～３時

椅子に座ってできる簡単なスト
レッチ運動など。詳しくは、毎月
の広報お知らせ版をご覧くださ
い。

教　室　名 定員 日　　　程 内容など

栄 養 改 善・
口腔機能向上教室 25人

12月７日、12日
平成29年
1月10日、24日
３月９日（全５回）
時間：午前10時～12時

口腔の働きや口腔ケア、栄養改善
について楽しく学びます。簡単な
調理の体験もあります。
場所：生き生きプラザ斑鳩
費用：調理実習材料代　500円

運動機能向上教室 25人
・冬コース
平成29年
１月５日～３月23日の全12回
時間：午後２時～３時30分

健康運動指導士などによる筋力ト
レーニング・バランス運動や個人
の身体能力に合わせた指導など。
場所：生き生きプラザ斑鳩

【二次予防事業】
　対象：①要介護認定で非該当と認定された人
　　　　② 65歳以上で、要支援・要介護認定を受けていない町在住の人で「基本チェックリ

スト」をもとに介護予防が必要と判定された人
　　　　※対象者には案内通知があります。

※各教室のお問い合わせは、地域包括支援センターへ（☎0745�5666・0745�4000）
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水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
情
報
を
集
め
、
想
像
力
を
働
か
せ
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
近
く
に
河
川
が
あ
れ
ば
あ
ふ

れ
た
と
き
に
ど
う
逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
く
こ
と
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

避
難
所
施
設
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
、
時
間
を
見
つ
け
て
自
分
の
目
で

現
地
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

屋
外
で
は
…

・�

雨
戸
の
が
た
つ
き
や
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割

れ
、
屋
根
の
チ
ェ
ッ
ク
と
補
修

・
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り
と
固
定

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
外
壁
の
亀
裂
は
補
強

・�

水
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
、
側
溝
や

雨
ど
い
を
清
掃

・�

物
干
し
ざ
お
、
植
木
鉢
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
屋
内
に
入
れ
る
か
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

屋
内
で
は
…

・�

避
難
勧
告
や
指
示
が
出
た
と
き
の
た
め

の
「
非
常
持
出
品
」
の
準
備

・�

避
難
所
施
設
・
避
難
経
路
な
ど
を
あ
ら

た
め
て
家
族
全
員
で
確
認

・�

適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
正
確
な
気

象
情
報
の
収
集
方
法
の
確
認

・�

浸
水
な
ど
に
備
え
て
貴
重
品
や
衣
類
な

ど
は
高
い
と
こ
ろ
へ
移
動　
　
　

な
ど

■ 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
発
令
な
ど

　

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
、
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
な
ど
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

広
報
車
、
サ
イ
レ
ン
、
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
な
ど
、
避
難
に
関
す
る
情
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

防
災
情
報
メ
ー
ル
を

　
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
は
、
災
害
に
よ
る
被

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
や
、

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
は
じ
め
、

避
難
時
な
ど
に
お
け
る
行
政
情
報
、
イ
ン

フ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
関
連
情
報
や

身
近
な
犯
罪
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
災
害
時
に
は
、
い
ち
早

く
情
報
を
得
る
こ
と
が
、
自
ら
を
守
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
防
災
情
報

メ
ー
ル
を
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
配
信
サ
ー

ビ
ス
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
対
応
し
た
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
メ
ー
ル
を
受
信

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
に
加
え
て
、
不
審
者

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
子
ど
も

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
気
象
警
報
時
な
ど
に

お
け
る
各
保
育
園
、
学
童
保
育
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
ご
と
の
対
応
を
配
信
す
る
学
校

等
施
設
緊
急
情
報
の
配
信
も
行
い
ま
す
。

■ 

防
災
情
報
メ
ー
ル
の

　
登
録
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
登
録
画
面
に
す
す
み
、「
手
続
き
の

方
法
」
の
手
順
に
沿
っ
て
、
登
録
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
完
了
メ
ー
ル
が
届
け
ば
、
登
録
完

了
で
す
。

※�

詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
斑

鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
に
は
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
入
力
間
違
い
や
迷
惑

メ
ー
ル
防
止
機
能
な
ど
の
設
定
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。（ikaruga-tow

n-
bousai@

jyouhou-station.jp

ま
た
は

jyouhou-station.jp

ド
メ
イ
ン
か
ら

メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
設
定
し

て
か
ら
登
録
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
）

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

「
い
ざ
と
い
う
と
き
」
の

行
動
の
備
え
を

災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

総
務
課（
☎
内
線
２
７
４
）

発 令 基 準 伝 達 方 法

避難
準備
情報

災害発生の可能性が予想され、
災害時要援護者など、特に避難
行動に時間を要する人が避難行
動を開始する必要がある場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、防
災情報メール、緊急速報メール・エリア
メール、口頭による伝達など

避難
勧告

地域や土地建物などに災害が発
生するおそれのある場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、防
災情報メール、緊急速報メール・エリア
メール、口頭による伝達など

避難
指示

状況が悪化し、避難する時期が
切迫した場合、または、災害が
発生し現場に残っている人がい
る場合

広報車による伝達、有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大和（81.4MHz）、防
災情報メール、緊急速報メール・エリア
メール、口頭による伝達、サイレンなど

● 避難に関する情報発表
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大
雨
や
台
風
な
ど
の
と
き
は
…

　

降
雨
の
状
態
、
河
川
な
ど
の
増
水
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
の
前
兆
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

停
電
や
断
水
に
備
え
て
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
飲
料
水
な
ど
非
常
持
出
品
を

用
意
し
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
次
持
出
品

　

災
害
発
生
時
最
初
に
持
ち
出
す
も
の
。

避
難
に
支
障
の
な
い
重
さ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
救
急
医
療

品
、
非
常
食
、
貴
重
品
、
そ
の
他
生
活
用

品
二
次
持
出
品

　
災
害
か
ら
復
旧
す
る
ま
で
の
数
日
間
分

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

飲
料
水
、
非
常
食
、
燃
料
、
そ
の
他
生

活
品

　

斑
鳩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
情
報
か

ら
、
災
害
時
の
避
難
場
所
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

の
各
種
防
災
の
ほ
か
、
気
象
庁
、
大
和
川

河
川
事
務
所
、
奈
良
県
が
公
開
し
て
い
る

気
象
情
報
や
河
川
の
水
位
情
報
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
斑
鳩
町
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
気

象
情
報
も
入
手
で
き
ま
す
。

避難所施設 所在地 電　話 避難所施設 所在地 電　話
①斑鳩小学校 法隆寺南1-13-46 74－1201 ⑪中央体育館 龍田南1-1-61 75－3100
②斑鳩西小学校 神南2-4-25 74－3051 ⑫中央公民館 龍田南2-2-43 74－1511
③斑鳩東小学校 法隆寺南2-11-5 74－1501 ⑬西公民館 龍田西4-2-25 75－3911
④斑鳩中学校 龍田北1-20-1 74－1301 ⑭東公民館 興留5-5-28 74－4122
⑤斑鳩南中学校 目安北3-1-77 74－5800 ⑮法隆寺国際高等学校 高安2-1-1 74－3630
⑥斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15 74－2353 ⑯消防コミュニティセンター 龍田南5-7-47 75－6341
⑦斑鳩西幼稚園 神南2-4-31 74－3981 ⑰いかるがホール 興留10-6-43 75－7743
⑧斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16 74－5500 ⑱ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1-13-15 74－0990
⑨たつた保育園 龍田1-5-1 74－2203 ⑲生き生きプラザ斑鳩 小吉田1-12-35 70－1000
⑩あわ保育園 阿波3-5-33 74－1654 ⑳法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東1-4-6 ―

竜
田
川

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

斑鳩中学校
④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑪
中央
体育館

中央公民館
⑫西公民館

⑬ ⑭東公民館

　法隆寺国際
⑮高等学校

富
雄
川R25

大和川

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱ 法隆寺五丁地区

地域交流館
⑳

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

法隆寺五丁地区
地域交流館
⑳竜

田
川

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱斑鳩中学校

④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

⑪
中央
体育館

西公民館
⑬ ⑭東公民館

富
雄
川R25

大和川

　法隆寺国際
⑮高等学校

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

中央公民館
⑫

サイレン・
有線設置場所

有線設置場所

斑鳩町の
避難所施設

　いざというときに困らないよう、家族みん
なで災害時の役割分担を決めたり、避難所施
設や避難経路を確認しておきましょう。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全
を確保するため避難勧告・避難指示などを
行った場合または避難を求める住民がいる場
合に、その状況に応じて安全な施設を指定し、
開設します。

防
災
情
報
の

入
手
に
つ
い
て
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しい斑鳩の顔
～ 第２代斑鳩町キャンペーンレディ委嘱式 ～
7 / 2 3 ・斑鳩南中学校　東側駐車場

　これまで斑鳩町のＰＲに励んでいただいた初代
斑鳩町キャンペーンレディの任期満了に伴い、新
たに「阪

さか

本
もと

姫
ひ

菜
な

さん（写真右から２番目）」「下
しも

田
だ

愛
あい

さん（写真左から２番目）」の２人が、第２代
斑鳩町キャンペーンレディに就任し、商工まつり
の会場で委嘱式が行われました。
　これからも、よりパワーアップして、斑鳩町の
ＰＲに全力を尽くしてくれることを期待します。

新テージに　花火に　大盛り上がり！
～ 第36回斑鳩町商工まつり ～

　斑鳩町の夏の風物詩、斑鳩町商工まつりが今年も
盛大に開催されました。
　子どもたちの元気いっぱいのステージに加え、今
年は吉本芸人お笑いライブやファイヤーパフォーマ
ンスショーもあり、大人も子どもも笑顔あふれるス
テージとなりました。
　まつりのクライマックスには、毎年恒例のメモリ
アル花火や打ち上げ花火があがり、迫力ある大輪の
花火に大きな歓声があがりました。

ス

7 / 2 3 ・斑鳩南中学校　東側駐車場

の大会で大活躍！
おめでとうございます！

　平成28年度全国高等学校総合体育大会で、河
原やよいさん（大阪産業大学附属高等学校３年）
が、少林寺拳法「女子組演武」で全国２位に輝き
ました。
　また、河原やよいさんの弟、河原真二さん（大
阪産業大学附属中学校１年）は、第10回全国中
学生少林寺拳法大会「男子組演武」で、４位入賞
を果たしました。

夏

　法隆寺国際高等学校が、セーリング女子420級
で全国３位に輝きました。
　また、第65回近畿中学校総合体育大会陸上競
技では、辻内杏奈さん（斑鳩南中学校２年）が女
子走り高跳びで２位に、朝山航大さん（斑鳩中学
校３年）が男子800ｍで６位入賞を果たしました。
　第38回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会
に出場した斑鳩少年野球部は、栃木県代表の栃木
西学童スポーツ少年団と対戦し、惜しくも敗れま
した。
　みなさんの今後ますますの活躍を期待します。

▲ 初代から２代目へと引き継がれる
斑鳩町キャンペーンレディ

▶
大
盛
り
上
が
り
の
ス
テ
ー
ジ

▲法隆寺国際高等学校セーリング部の
　出場選手のみなさん

少
林
寺
拳
法
で
好
成
績
を
収
め
た

河
原
や
よ
い
さ
ん
と
真
二
さ
ん

▶
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てるところがない！ゴーヤ料理！！
～ ゴーヤでエコクッキング教室 ～
7 / 8 ・生き生きプラザ斑鳩

にのせて伝えたいこと
～ 差別をなくす町民集会 ～
7 / 2 1 ・いかるがホール

　斑鳩町地球温暖化対策地域協議会「エコるが」
主催により、緑のカーテンでたくさん実るゴーヤ
を無駄なくおいしくいただこうと、ゴーヤを使っ
たエコクッキング教室が開催されました。
　教室では、ゴーヤのドライカレー、ゴーヤサラ
ダなど、ゴーヤを使ったさまざまなレシピが紹介
されましたが、ゴーヤの“わた”を使ったかき揚
げが特に好評で、「いつも捨てていた“わた”が
こんなに美味しいなんて感激」と種から実まです
べて食べるゴーヤづくしメニューに参加者のみな
さんも大満足のようすでした。

　人権を尊重し、心のふれあうまちづくりをめざ

し、「差別をなくす町民集会」が開催されました。

集会では、奈良県人権教育推進協議会事務局次長

の飯田美和さんにより、「音にのせて伝えたいこ

と～家族の絆・地域の絆、紡いできた人生を活か

すことを～」と題して、自身の体験談も交えなが

ら、お互いを思いやる気持ちの大切さについて、

素敵な歌声やオカリナの音色にのせて伝えられま

した。

捨

音

みは出したらどこへ行く？
～ ごみのゆくえ探検ツアー ～

　自分たちの出したごみが、どこへ運ばれ、どのよ
うに処理されているのかを実際に見てみようと、毎
年恒例の「ごみのゆくえ探検ツアー」が開催されま
した。
　今回は、収集されたガラスビンの選別施設と再生
施設を見学。家庭から出されたビンが、どのように
選別され、新たなビンに生まれ変わるのかについて、
担当者の説明を聞いた後、実際の作業工程などを見
学しました。
　参加者からは「分別の大切さをあらためて感じ
た」、「さまざまな作業工程があることが分かった」、
「また次回も参加したい」といった感想が聞かれま
した。

ご

7 / 1 4 ・関西メタルワーク㈱、
東洋ガラス㈱滋賀工場

どもの笑顔があふれる　夏まつり
～ 第19回　斑鳩の里子ども夏まつり ～

7 / 1 8 ・中央公民館

　地域の子どもたちは地域の大人で守る。子どもた
ちがその実感を得られるまちづくりをめざして、「斑
鳩の里子ども夏まつり」が今年も開催されました。
　会場には屋台も多く並び、フランクフルトをほお
ばりながら、ぬり絵を楽しんだり、キックターゲッ
トなど出店の遊びに夢中になり、子どもたちからは
笑顔があふれました。

子

▶
教
室
の
よ
う
す

▲関西メタルワーク㈱ ▲東洋ガラス㈱滋賀工場



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

「日本遺産」認定に向けて
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斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
日
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

出
土
遺
物
整
理
作
業
等
体
験

　

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
洗
浄
や

拓
本
な
ど
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
25
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
、
在
勤
の
人

　
　
　
（
中
学
生
以
上
）

定
員　
５
人

　
　
　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
無
料

募 

集
期
間　
９
月
５
日（
月
）～
９
月
16
日

（
金
）（
水
曜
日
休
館
）

申 

込
方
法
・
問
合
せ　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン

タ
ー
窓
口
、
ま
た
は
、
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
ｆ
ａ
ｘ
で
お

申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
水
曜
日

は
休
館
の

た
め
、
窓

口
で
の
受

け
付
け
は

で
き
ま
せ

ん
）

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」

参
加
者
募
集

　
平
成
28
年
７
月
７
日
に
「
太た
い
子し

道み
ち
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
村
や

寺
院
な
ど
14
の
団
体
が
集
ま
り
、

「
太
子
道
日
本
遺
産
認
定
推
進
協

議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
日
本
遺

産
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
日
本
遺
産
」
と
は

　

文
化
庁
が
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特

色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て

認
定
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
財
を
総
合
的
に

活
用
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
を

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
37
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
認
定
が
な
さ
れ
、
県
内
で
は

「
日
本
国
創そ
う

生せ
い
の
と
き
」（
明
日
香
村
ほ
か

２
市
町
）
と
、「
森
に
育
ま
れ
、
森
を
育

ん
だ
人
々
の
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
」（
吉
野

町
ほ
か
７
町
村
）
の
２
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、平
成
33
年
（
２
０
２
１
年
）

の
「
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御ご

遠お
ん

忌き

」
で
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
積
極
的
に
誘
致

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
聖
徳
太
子
ゆ

か
り
の
文
化
財
と
し
て「
太
子
道
」を
テ
ー

マ
と
し
た
日
本
遺
産
の
認
定
を
め
ざ
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

「
太
子
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

　
「
太
子
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
道
は
、

飛
鳥
時
代
に
聖
徳
太
子
が
斑
鳩
か
ら
飛
鳥

に
通
わ
れ
た
道
（
筋す
じ

違か
い

道み
ち

）
と
、
聖
徳
太

子
の
ご
遺
体
が
斑
鳩
か
ら
お
墓
の
あ
る
磯し

長な
が（

大
阪
府
太
子
町
）に
運
ば
れ
た
道（
太

子
葬そ
う

送そ
う

の
道
）
の
二
本
が
あ
り
、
今
で
も

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
太
子
道
」
に
関
係
す
る
10

の
市
町
村
（
斑
鳩
町
、
安
堵
町
、
川
西
町
、

三
宅
町
、
田
原
本
町
、
橿
原
市
、
明
日
香

村
、
王
寺
町
、
香
芝
市
、
大
阪
府
太
子
町
）

と
奈
良
県
、
そ
し
て
３
つ
の
寺
院
（
法
隆

寺
、
橘
た
ち
ば
な

寺で
ら
、
叡え
い
福ふ
く

寺じ

）
の
合
計
14
の
団
体

に
よ
る
「
太
子
道
日
本
遺
産
認
定
推
進
協

議
会
」を
今
年
の
７
月
７
日
に
発
足
さ
せ
、

認
定
に
向
け
て
一
致
団
結
し
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
、
作
業
の
す
す
め
方
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
認
定
へ
の
道
の
り
は
決
し
て

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
構
成
団
体
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
ス
ト
ー

リ
ー
の
構
成
を
行
い
、
文
化
庁
や
奈
良
県

な
ど
の
指
導
の
も
と
、
平
成
29
年
度
の
認

定
に
向
け
て
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

▲「太子道日本遺産認定推進協議会」の様子

▶ 「
太
子
道（
筋
違
道
）」の
名
残
り
と
伝
わ
る

道（
安
堵
町
飽
波
付
近
）
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　平成28年７月１日にオープンした住民活動センター（住民活動の拠点）から、今年度から活動
がスタートしている、11団体の活動提案事業の動きを紹介します。
　今月号では、「家庭菜園持ち寄り朝市」と「高齢者世帯手助け等交流事業」を紹介します。

　５月21日に第１回目、７月２日には第２回目の朝市を開催しました。野菜は、家庭菜園で育て
たものを持ち寄り、営利を目的にするのではなく、お手頃な価格で販売しています。また、減農
薬・無農薬で安心・安全な野菜を育てています。朝市には地域のみなさんがたくさん来られ、生
産者のわたしたちも、ますます励みになっています。「野菜づくり」や「朝市開催」を通じて高
齢者や退職者が社会参加の機会や生きがいを見いだし、地域の消費者ともつながる『人のつなが
りネットワーク』を築くことをめざしています。今後も月１回のペースで朝市を開催したいと考
えています。

　あゆみの家の利用者が、高齢者のみ
なさんのお役に立ちたいと立ち上がり
ました。
　「あゆみお助け隊」が無料で、庭の
掃除・草刈りをはじめ、家具（大型で
はない）などの移動、ごみ出しのお手
伝いをします。５月には３軒のお宅で
草刈りのお手伝いをしました。ひとり
暮らしの人と、楽しく会話しながらの
活動です。地域交流を通じ、「あゆみ
の家」のことをより多くの人々に知っ
てもらうためにも、「あゆみお助け隊」
は、がんばっています。

●�野菜づくり・販売を通して、地域のみなさんと交流し
たい人　●家庭菜園をやっている人、やってみたい人

●退職された人　●70～80代の人もお待ちしています。
※興味のある人は、住民活動センターへお問い合わせください。

朝市開催日は、ホームページ（「斑鳩の里　ふれあい
野菜クラブ」で検索）での確認、または、住民活動
センターカウンターにチラシも用意しています。

団体名：斑鳩の里　ふれあい野菜クラブ（代表　岡田　力士）

団体名：特定非営利活動法人　あゆみの家（代表　井上　一夫）

メンバー募集しています！

家庭菜園持ち寄り朝市

高齢者世帯手助け等交流事業

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1000㈹）

斑鳩町協働のまちづくり

住民活動センターだより

あゆみお助け隊 出動！
手助けを希望される人は
あゆみの家（☎75-2707）
へお申し込みください。
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斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
愛
称�

エ
コ
る
が
）
で
は
、「
エ
コ
川
柳
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
っ
て
エ
コ

だ
な
と
感
じ
る
こ
と
、
自
分
が
心
が
け
て

い
る
こ
と
な
ど
、環
境
に
つ
い
て
、五
・
七
・

五
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
楽
し
く
川
柳
を
よ

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

募
集
テ
ー
マ

　

ご
み
問
題
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、

身
近
な
環
境
に
つ
い
て

募
集
点
数

　

一
人
何
作
品
で
も
可

応
募
資
格

　

町
在
住
、
在
勤
の
人

応
募
方
法

①�

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、応
募
箱
（
環
境
対
策
課
、中
央
・
東
・

西
公
民
館
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
総

合
窓
口
に
設
置
）に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
は
応
募
箱
の
横
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

②�

は
が
き
（
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８　

斑

鳩
町
役
場
）、
ｆ
ａ
ⅹ
（
０
７
４
５
�

１
０
１
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（kankyou@

town.ikaruga.nara.jp

）
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
応
募
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切

　

10
月
14
日（
金
）
必
着

審
査
・
賞

　

エ
コ
る
が
が
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
作
品
を
選
び
、
最
優
秀
作
品
は
、
環
境

イ
ベ
ン
ト
（
11
月
６
日（
日
）開
催
予
定
）

の
参
加
者
の
投
票
で
選
び
ま
す
。

　

優
秀
作
品
（
５
点
程
度
）
に
は
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

昨
年
の
最
優
秀
作
品

　
「
温
暖
化

　
　

止
ま
る
も
進
む
も　

人
次
第
」

そ
の
他

・�

作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

　

斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
愛
称�

エ
コ
る
が
）
は
、
住
民
、
事
業
所
、

関
係
団
体
が
連
携
し
、
地
域
に
お
い
て
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
自
主
的
・
自
発

的
な
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
24
年
10
月
に
設
立
し
た
団
体
で

す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い�

未
来
へ
つ
な
ぐ
斑
鳩

の
里
」
を
活
動
テ
ー
マ
に
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進

運
動
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
環
境
教
室

な
ど
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
人
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
エ
コ
る

が
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
人
！

子
ど
も
た
ち
に
「
エ
コ
」
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
た
い
人
！

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・�

優
秀
作
品
の
著
作
権
は
、
エ
コ
る
が
に

帰
属
し
ま
す
。

問
合
せ　
エ
コ
る
が
事
務
局　

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
３
）

▲ エコフェスタで
３Ｒクイズ

　

幼
稚
園
の
環
境

◀
教
室

▶  

自
転
車
発
電
を

体
験

川
柳
で　
楽
し
く
エ
コ
を　
よ
ん
で
み
よ
う
♪

エ
コ
川
柳
募
集
し
ま
す



環境対策課
（☎内線133）

　このコーナーでは、斑鳩町地球温暖化対策
地域協議会（愛称：エコるが）の団体・企業
会員の地球にやさしい取り組みを紹介してい
ます。

※�エコるがは、住民、事業所、関係団体が連携し地域において地球温暖化防止に向けた自主的・自発的な活動を
促進することを目的として、平成24年10月に設立した団体です。「もったいない」を合言葉に、自然と歴史文
化が息づく斑鳩の里を、子や孫の世代につなぐため、地球温暖化防止のためのさまざまな活動を行っています。

プラスチックのリサイクルを通じて循環型社会に貢献
～ 株式会社ヤマゼン ～

13 2016.9.  広報 

７月の生ごみたい肥化量38,520㎏
可燃ごみの15.5％をたい肥化できました　※モデル世帯数5,680世帯（７月末）

毎月10日と20日は陶器回収の日〈９月の陶器等回収日〉
　９月1２日（月）・９月２０日（火）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、９月10日（土）、９月25日（日）も受け付けします。

　株式会社ヤマゼンは、みなさんが家庭ごみとして排出される
包装類などのプラスチックのリサイクルを行っている会社です。
　回収されたプラスチックは三重県伊賀市にある上野リサイク
ルセンターという施設で異物などを取り除き、機械で細かく破
砕したあと、固形燃料（ＲＰＦ）としてリサイクルされます。
　リサイクルされた固形燃料は、製紙会社のボイラーや製鉄会
社など工業炉の熱源として利用されています。
　ただ、まれに、回収されたプラスチックのなかには、汚れが
ひどいプラスチックや中身が入ったままの容器などもあり、そ
うしたプラスチックは固形燃料としてリサイクルできずに焼却
処理や埋め立て処理することになります。
　家庭から排出される際にはできるだけ、汚れを取り除いてい
ただけるとリサイクル率が上がるだけでなく、作業環境の改善
にもつながりますので、ぜひご協力いただければありがたいで
す。
　今後もリサイクルを通じて循環型社会に貢献したいと思いま
す。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

7月

6月

5月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

 斑鳩町から公共下水道を通じ
て排出された汚水は、高度な
浄化処理を行ってから大和川に放流されま
すが、浄化処理を行う施設の名前は？

〈９月12日㈪必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
８月号のクイズの答　やっつける（応募総数11）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲



主な連絡先
斑鳩町役場
 ☎0745-74-1001
上水道課
 ☎0745-74-1401
下水道課
 ☎0745-74-2406
町立図書館
 ☎0745-75-7733
中央公民館
 ☎0745-74-1511
東公民館
 ☎0745-74-4122
西公民館
 ☎0745-75-3911
中央体育館
 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
 ☎0745-70-1000
保健センター
 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
 ☎0745-74-0990
衛生処理場
 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
 ☎0745-74-4100
いかるがホール
 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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対 

象　
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数　
若
干
名

応 

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

生
涯
学
習
課
へ
連
絡
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
休
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
ま
た
は
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

宛
先　

〒
６
３
６
‐
０
１
９
８

　
　

斑
鳩
町
役
場　

　
　
　

生
涯
学
習
課　

　
　
　
　
「
成
人
式
」
係

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

syougai@
town.ikaruga.nara.jp

平
成
29
年　
成
人
式
の
受
付
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

平
成
29
年
成
人
式
当
日
に
受
付
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
新
成
人
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
・
集
合
時
間

　

平
成
29
年
１
月
９
日（
祝
・
月
）

　

午
前
９
時
30
分　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル
前
集
合

成
人
式
の
日
程
・
場
所

　

平
成
29
年
１
月
９
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

福祉子ども課（☎内線124）
　現在、特別児童扶養手当を
受給されているみなさんは、
所得状況届を必ず９月12日㈪
までに提出してください。

日時　９月17日（土）
　　午後１時30分～３時
場所　中央公民館　大ホール
演題　「『夢と出会いと

　やさしさと』
　～�音楽を通して身近な人権
問題を考えよう～」

講師　人権バンド
　かぎろひ　夢バンド

特別児童扶養手当の
所得状況届について

人権セミナー

● 
募　
　
集 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 13日㈫、20日㈫、27日㈫
（電話予約申込順）

13:00～16:00

役 場 1 階
第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談 1日㈭、8日㈭、15日㈭、
29日㈭ 役 場 1 階

第3会議室
申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）人 権 相 談 14日㈬（毎月第2水曜日）

行 政 相 談 6日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
9日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎759269
休日を除く8:30～17:3023日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 17日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

９月の相談



15 2016.9.  広報 

斑
鳩
の
里
文
化
芸
術
祭
作
品
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

斑
鳩
の
里
・
文
化
芸
術
祭
で
行
わ
れ
る

「
斑
鳩
町
美
術
展
覧
会
・
菊
花
展
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
展
覧
会

出
品
受
付
・
搬
入　
中
央
公
民
館

　

�（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）
10
月
10

日（
祝
・
月
）～
24
日（
月
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除
く
）

出 

品
品
目　

洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

書
（
拓
本
を
除
く
）、
写
真
、
工
芸
（
彫

塑
・
陶
芸
・
き
り
絵
・
染
色
）（
手
芸

に
属
す
る
も
の
は
除
く
）

※
１
人
１
部
門
１
点
と
し
ま
す
。

※�

作
品
の
持
ち
込
み
は
、
必
ず
単
品
で
包

装
・
梱
包
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

出 

品
資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
斑
鳩

美
術
協
会
員

審 

査　
出
品
作
品
は
、
全
て
審
査
し
、
入

選
作
品
だ
け
を
展
示
し
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ

　

�

す
べ
て
の
枠
張
額
装
の
表
面
素
材
は
ガ

ラ
ス
不
可
と
し
ま
す
。

　
洋
画

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
り
、
最
大
幅
１
１
６
．

７
㎝
）の
枠
張
額
装
と
し
ま
す
。
油
絵
、

水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
パ
ス
テ
ル
画

と
も
こ
れ
に
準
ず
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
日
本
画　

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
り
、
最
大
幅
１
１
６
．

７
㎝
）
の
枠
張
額
装
と
し
ま
す
。

　
水
墨
画

　

�　
宣
紙　

半
切
２
／
３
以
内
。
額
装
と

し
、
長
さ
は
、
１
ｍ
以
内
と
し
ま
す
。

　
写
真

　

�　
半
切
以
上
（
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
上
Ａ
１
以

下
）
の
単
写
真
と
し
、
枠
張
額
装
と
し

ま
す
。

　
書

　
�　

額
装
・
軸
装
ま
た
は
パ
ネ
ル
と
し
、

作
品
は
２
．
２
㎡
以
内
と
し
ま
す
。
色

紙
は
不
可
（
額
装
さ
れ
て
い
る
場
合
は

可
）
と
し
ま
す
。

　
工
芸

　

�　
縦
・
横
・
幅
の
合
計
が
２
ｍ
以
内
で
、

１
辺
が
１
ｍ
50
㎝
以
内
と
し
ま
す
。
版

画
・
切
絵
は
、
８
号
以
上
50
号
以
内
の

枠
張
額
装
（
た
だ
し
、
切
絵
に
つ
い
て

は
、
50
号
は
縦
型
の
み
で
最
大
幅

１
１
６
．
７
㎝
）
と
し
ま
す
。
申
し
込

み
時
に
必
ず
作
品
展
示
用
レ
イ
ア
ウ
ト

図
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

菊
花
展

出
品
受
付　
中
央
公
民
館

　

�

10
月
10
日（
祝
・
月
）～
21
日（
金
）午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除
く
）

　

※
出
品
受
付
の
み

搬
入　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前

　
　
　

10
月
22
日（
土
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

出
品
資
格　
町
在
住
の
人

作
品
の
内
容

　

大 

菊
３
本
仕
立　

９
号
鉢
、
４
鉢
組
、

色
は
赤
、
白
、
黄
を
混
ぜ
て
く
だ
さ

い

　

だ
る
ま
作
り　
７
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

福
助
作
り　
　

５
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

そ 

の
他　
　

小
菊
盆
栽
、
懸
崖
、
寄
植
、

盆
用

※�

要
領
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
・
図
書

館
・
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
９
月
25
日（
日
）
午
前
９
時
～

　

予
備
日　

11
月
６
日
（
日
）

場 

所　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資 

格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
（
高
校
生
以

上
）

試 

合
方
法　
各
ク
ラ
ス
別
ダ
ブ
ル
ス
に
よ

る
リ
ー
グ
戦

ク 

ラ
ス
区
分　
男
子
一
般
、
女
子
、
男
子

学
生
、
女
子
学
生

　

�

ク
ラ
ス
分
け
お
よ
び
編
成
は
参
加
状
況

に
あ
わ
せ
て
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

申 

込　
９
月
５
日（
月
）～
19
日（
祝
・
月
）

に
中
央
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

ふ
れ
あ
い
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　
10
月
１
日（
土
）
午
前
10
時
～

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

内 

容　

50
ｍ
走
（
小
学
生
記
録
会
）、

１
０
０
ｍ
走
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
小

学
生
）、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
中
学

生
以
上
）、走
り
幅
跳
び
、立
ち
幅
跳
び
、

リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
人
）

申 

込　
９
月
12
日（
月
）～
26
日（
月
）に
中

央
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

921
9
30

～／

／

921
9
30

～／

／

マナーアップ大和路21  マナーアップ大和路21  
～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～

秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動

９
月
の
納
税

８
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
…
…
長
寿
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収・第
２
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
２
期
分
）

　
…
…
長
寿
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

９
月
30
日
㈮

納
期
限

８
月
31
日
㈬

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●



「
９
月
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間
」

～
違
反
広
告
物
の
除
却
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
～

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
ま
ち
の
景
観
や
交
通
安

全
上
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
道
路
上
の
電
柱

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
へ
の
は
り
紙
な
ど
の
違

反
広
告
物
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
推
進
委

員
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
巡
視
活
動
時
に

発
見
さ
れ
た
違
反
広
告
物
の
報
告
を
受
け

除
却
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
定
期
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
と
除
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
、「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
の
会
」
と
「
さ

ざ
ん
か
の
会
」
の
２
団
体
20
人
の
み
な
さ

ん
が
除
却
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

同
様
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
団
体
を
引

き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

象
団
体　
町
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
２
人
以
上
の
団
体

活 

動
内
容　
道
路
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

違
反
広
告
物
の
除
却

そ 

の
他　
除
却
活
動
に
必
要
な
道
具
（
ニ

ッ
パ
ー
や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
）
は
町

で
貸
し
出
し
ま
す
。

※ 

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
色

彩
や
大
き
さ
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
基
準
を
満
た
し
て
い
る

も
の
に
対
し
て
掲
出
の
許
可
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
業
を
営
む
場
合
は
奈

良
県
知
事
（
奈
良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市

長
）
の
登
録
が
必
要
で
す
。
看
板
等
を
設

置
す
る
場
合
は
、
必
ず
登
録
業
者
に
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

現
地
調
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
２
）

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
三
室
・
紅

葉
ヶ
丘
区
間
（
竜
田
川
岩
瀬
橋
西
詰
～
国

道
25
号
三
室
交
差
点
）
で
、
現
在
、
整
備

工
事
の
た
め
の
現
地
踏
査
お
よ
び
地
質
調

査
（
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
11
月

末
ま
で
の
約
３
か
月
の
期
間
で
行
わ
れ
ま

す
。
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　総務課（☎内線274）

　最近斑鳩町内において、公衆電話から斑鳩町役場
職員を名乗る者から電話があり、家族構成などにつ
いて聞かれたとの通報がありました。
　内容は、同姓同名の別人に送るはずであった手紙
を誤って送ってしまったかもしれないので、届いた
ら破棄してほしいとのことであり、その中で、家族
構成などについても聞かれたとのことです。
　役場は、電話で家
族構成を聞くことは
ありません。
　不審な電話があれ
ば、役場または警察
に相談してください。

※奈良県西和警察署
　生活安全課
（☎0745�0110㈹）

不審な電話に
注意してください

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
、

低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

申
請
受
付
期
間
は
９
月
１
日（
木
）～
12

月
１
日（
木
）で
す
。
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
人
に
は
、
す
で
に
申
請
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
い

場
合
、
辞
退
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
町

民
税
が
非
課
税
で
あ
り
、
課
税
さ
れ
て

い
る
人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
な
い
人
（
対

象
者
の
中
で
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
も
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.town.ikaruga.nara.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

● 

お
知
ら
せ 

●

● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

▲平成24年度実施の埋蔵文化財発掘調査のようす
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　福祉子ども課（☎内線127）

　核家族化・少子化がすすむなか
で、子育て中のお父さん・お母さ
ん、働くお父さん・お母さんたち
を支援するための子育てサポー
ターを養成します。

対象　�町在住の20歳以上の人（講
習後、子育てサポーターと
して活動に参加していただ
ける人）

定員　30人

費用　無料

申 込　９月16日（金）までに福祉子
ども課へお申し込みください。

※�日程など、詳しくは８月号広報
お知らせ版をご覧ください。

「子育てサポーター
養成講座」

受講生募集

「
大
和
都
市
計
画
道
路
（
郡
山
斑
鳩
王
寺

線
）
の
変
更
案
」
の
縦
覧
を
し
ま
す

　
　

奈
良
県
都
市
計
画
室

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
７
５
２
０
）

　

奈
良
県
で
は
、
次
の
と
お
り
都
市
計
画

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

変 

更
に
関
係
す
る
区
域　
斑
鳩
町
龍
田
西

８
丁
目

縦 

覧
期
間　
９
月
２
日（
金
）～
９
月
16
日

（
金
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

縦 

覧
場
所　
奈
良
県
都
市
計
画
室
（
県
庁

分
庁
舎
６
階
）
お
よ
び
役
場
都
市
整
備

課
の
窓
口

意 

見
書
の
提
出　
こ
の
案
に
対
し
て
意
見

の
あ
る
人
は
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理

由
を
具
体
的
に
記
載
し
、
住
所
、
氏
名

を
併
記
し
た
文
書
を
、
奈
良
県
知
事
宛

て
で
奈
良
県
都
市
計
画
室
（
〒
６
３
０

‐
８
５
０
１　

奈
良
市
登
大
路
町
30
）

へ
、
９
月
16
日（
金
）必
着
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
）

　
　
　

携
帯
電
話
使
用
可

　
　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

　

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
全
般
を
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

日
時

■
９
月
５
日（
月
）～
９
日（
金
）

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

■
９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

☆スーミータン☆
材�料４人分　スイートコーン（缶詰・クリーム）100g、ハム30ｇ、鶏
卵２個、ちんげん菜50ｇ、中華スープの素７ｇ、酒５ｇ、塩１ｇ、こ
しょう少々、片栗粉６g、水500㏄
作�り方　❶鍋に水、ハムを入れて火を通し、ちんげん菜は茹でて絞って
おく。❷スープに、コーンを加えて焦げないようにかき混ぜる。❸調
味料を入れ、味をみながら塩分の調節をする。❹かたくり粉でとろみ
をつけ、ちんげん菜を加え、溶き卵を回し入れて火を通す。

栄
養
価　
１
人
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー�

75
㎉

　

塩
分
０
．
７
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

中
国
語
で
、「
ス
ー
ミ
ー
」
は
と
う
も
ろ

こ
し
、「
タ
ン
」
は
ス
ー
プ
を
意
味
し
ま
す
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
甘
み
を
い
か
し
て
、
卵
と

か
た
く
り
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
た
ス
ー
プ
で

す
。
と
う
も
ろ
こ
し
に
は
、
食
物
繊
維
や
、

ビ
タ
ミ
ン
類
、
リ
ノ
ー
ル
酸
が
豊
富
に
含
ま

れ
、
整
腸
、
便
秘
、
動
脈
硬
化
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
家
で
も
ぜ
ひ
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ー
ミ
ー
タ
ン

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　

お
い
し
い

　
　

給
食
紹
介 

～

⓲



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₉月20日㈫ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話・fax 申込可）
９月はがん征圧月間です！平成２８年度の集団検診は、年内で終了しますので、早めに受けましょう！！
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

9月29日㈭
9：00～
　11：00

35歳以上
○ 容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）
※事前申込不要

胃 が ん 検 診

10月20日㈭
10月21日㈮

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてくださ
い。検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀痰の検査を希望する人は、当日、
容器を保健センターで購入してく
ださい。（容器代270円）

胃がん・肺がん
セ ッ ト 検 診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

10月29日㈯

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
27
年
度
に
町
の
検
診
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申し込み時に必ず、前回受診日を
お知らせください。

子宮頸がん検診
12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆ 胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理
教
室

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
、
生
涯
骨
太

の
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
28
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩　

１
階

　
　
　

調
理
実
習
室

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
え
る
も
の
）、
ふ
き
ん
・
台
ふ

き
各
１
枚
、
筆
記
用
具

費
用　
５
０
０
円

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
９
月
１
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　

23
日（
金
）

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

健
康
運
動
指
導
士
か
ら
家
庭
で
で
き
る

効
果
的
な
運
動
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

日
時　
９
月
28
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩　

１
階

　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

内
容　

�

体
力
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

運
動
な
ど

持
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
９
月
６
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　

27
日（
火
）

家族そろってがん検診！



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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パパママスクール（秋コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　　　　持物：母子健康手帳　　　　　　　　申込：各日の前日まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 10月14日㈮ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産についての話
妊婦体操

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 11月1日㈫ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士からママと赤ちゃんの歯の健康についての話

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 11月12日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

子 育 て 教 室 9月30日㈮ 9：45～
　10：00

1歳6か月～
3歳児

〇テーマ：「絵本を楽しもう」
内容：手遊び、リズム遊び、発達についての話
申込：9月5日（月）～9月29日（木）
先着25組

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 10月6日㈭

9：30～
 10：00 就学までの児

○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：9月5日（月）～10月5日（水）
先着80人

10：30～
 11：00

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 10月12日㈬ 12：45～

　13：30 Ｈ27年2・3月生
〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。

Ｂ型肝炎予防接種が、10月から定期接種となり、対象者には個人通知します。
※対象者は、平成28年４月生まれ以降のお子さんです。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、〝
た
ば
こ
病
〟〝
肺
の

生
活
習
慣
病
〝
と
い
わ
れ
る
進
行
性
の
肺

疾
患
で
す
。
近
年
こ
の
患
者
数
は
増
加
傾

向
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
自
身
や
家
族
の
肺
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日　
10
月
４
日（
火
）

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩　

２
階

　
　
　

大
会
議
室

❶ 

肺
年
齢
測
定

時
間　
午
後
１
時
～
２
時
20
分

対
象　

�

現
在
お
よ
び
過
去
の
喫
煙
者
、
そ

の
他
健
康
面
で
気
に
な
る
人

※
必
ず
講
演
会
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

持
物　
健
康
手
帳

定
員　
50
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）

❷ 

講
演
会

時
間　
午
後
２
時
20
分
～
３
時
45
分

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

内
容　

 「
～
肺
の
生
活
習
慣
病
～
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
を
ご

存
知
で
す
か
？
」

講
師　

�
奈
良
県
立
医
科
大
学
内
科
学
第
２

講
座　

教
授　

木
村　

弘　

氏

定
員　
60
人
（
先
着
順
・
要
予
約
）

申
込
（
①
、
②
両
方
と
も
）

　

９
月
６
日（
火
）～
10
月
３
日（
月
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）予
防

講
演
会
と
肺
年
齢
測
定
の
お
知
ら
せ

自殺者数は交通事故死者数の約４．５倍です。
奈良県の自殺者数は年間252人です。（2013年人口動態統計）

相談窓口　　●（社福）奈良いのちの電話協会　☎0742-35-1000　年中無休24時間
　　　　　　●なら自死遺族・こころのホットライン　☎0744-46-5563　平日 午前10時～午後₄時

９月10日～16日は、「自殺予防週間」です！
～ 社会全体で、人のつながりで自殺を防ぎましょう！～

気づく
家族や仲間の変
化に気づいて、
声をかける

聴く
本人の気持ちを
尊重し、耳を傾
ける

つなぐ
早めに専門家に
相談するように
促す

見守る
温かく寄り添い
ながら、じっく
りと見守る➡ ➡ ➡

どこか、体の調子で気に
なることがありますか



広告

９月号
平成28年9月1日発行

（通巻612号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₀₂人
　　（前月比　＋₈）
　　男₁₃,₃₃₅人
　　女₁₄,₈₆₇人

　 　₁₁,₄₂₇世帯
　　（前月比　＋₉）

（平成28年７月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　夏休みが終わり、２学期がは
じまっても、毎年残暑が厳しい
９月。暑い中でも、子どもたち
は運動会の練習がはじまります。
本番に向けて一生懸命に励む姿
や元気な掛け声からパワーをも
らって、鈍った体に気合を入れ
直したいと思います！
 ま

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊ この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 202016.9.  広報 

■ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　
10
月
22
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
１

定 

員　
15
人
（
今
回
写
真
を
提
供

さ
れ
る
人
を
除
き
ま
す
）

申 

込　
９
月
１
日（
木
）～
10
月
５

日（
水
）に
町
立
図
書
館
窓
口
・

電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
入
門
講
座
」

参
加
者
募
集

　

町
立
図
書
館
、
町
内
の
３
小
学

校
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
え
ほ
ん

の
ひ
ろ
ば
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

「
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
」
づ
く
り
の

コ
ツ
、「
読
み
あ
い
」
の
方
法
に

つ
い
て
、
講
師
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

日
程

　

第
１
回　

９
月
28
日（
水
）

　

第
２
回　

10
月
５
日（
水
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

場 

所　

斑
鳩
西
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム

対 

象　
町
内
小
中
学
校
で
活
動
す

る
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
絵
本

に
関
心
の
あ
る
一
般
成
人
・
学

生
講 

師　
宮
田　

和
子
氏
（
香
芝
市

読
書
活
動
団
体
「
い
ち
ご
」
代

表
）

定
員　
30
人
（
無
料
・
先
着
順
）

申 

込　

９
月
１
日（
木
）～
26
日

（
月
）に
、
町
立
図
書
館
窓
口
・

電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
９
月
14
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
９
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
０
歳
～

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

日
時　
９
月
13
日（
火
）

　
　
　

午
前
11
時
～

対
象　
０
歳
～
４
歳

定
員　
10
人

斑
鳩
の
記
憶

　
　
ア
ー
カ
イ
ブ
化
事
業

―
写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
道
―

「
斑
鳩
町
に
な
っ
た
頃
」

写
真
募
集
・
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

斑
鳩
の
古
い
写
真
や
映
像
を
収

集
・
整
理
・
公
開
す
る
事
業
と
し

て
、「
斑
鳩
町
に
な
っ
た
頃
」
の

写
真
を
募
集
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
研
究
集
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

■ 

写
真
の
募
集
内
容

・�

昭
和
20
年
代
に
撮
影
し
た
斑
鳩

町
内
の
風
景
を
写
し
た
写
真

　

�（
斑
鳩
町
町
制
施
行
昭
和
22
年

２
月
11
日
時
期
を
中
心
と
す
る
。

人
物
が
写
っ
て
い
て
も
よ
い
）

・
１
人
10
点
ま
で

・�

９
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）に

町
立
図
書
館
聖
徳
太
子
歴
史
資

料
室
へ
写
真
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▲斑鳩小学校運動会
　　　（昭和20年代）

●申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


